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渡邊淳司　著

渡邊淳司（わたなべ・じゅんじ）：日本電信電話株式会社（NTT）上席特別研究員
1976 年生まれ。2005 年東京大学大学院 情報理工学系研究科 博士課程修了。博士（情報理工学）。人間
のコミュニケーションに関する研究を触覚情報学の視点から行う。身体性テクノロジーを用いて、共感
や信頼を醸成し、さまざまな人々が協働できる “ わたしたち ” のウェルビーイングに資する方法論を探
究している。著書に『見えないスポーツ図鑑』（共著、晶文社）、『表現する認知科学』（新曜社）、『わたした
ちのウェルビーイングをつくりあうために』（共監修・編著、ビー・エヌ・エヌ）、『ウェルビーイングの
つくりかた』（共著、ビー・エヌ・エヌ）など多数。
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心臓の鼓動に触れて生命の意味を理解する「心臓ピク
ニック」、オノマトペの触り心地を可視化する「触相図」
など、独創的なプロジェクトを通して見えてくる、触覚
と情報との関係とは。身体に深く根ざした感覚〈触覚〉
と情報を結びつける力を「触知性」と名づけ、情報に対
する感受性のあり方を探る。文庫化にあたり、補章「触
覚情報学による『わたしたち』のウェルビーイングへ」
を追加した。
（編集：津留貴彰）
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対象読者 序章　触知性
第1章　触覚と情報（触覚／情報／メディアの触覚性、触覚のメディア性）
第2章　触れて情報を理解する（記号接地／心臓ピクニック／触覚の実在性と象徴性）
第3章　触れて現れる情報、触れて残る情報（メディアのメッセージ／Yubi Yomu／触の類像、触の痕跡）
第4章　触覚の語彙、語彙としての触覚（分節、象徴、オノマトペ／触感のカテゴリ―触相図／音象徴、触象徴）
第5章　触覚の文法（アブダクション／触譜で表されるマッサージ／言語的世界認識）
補章　  触覚情報学による「わたしたち」のウェルビーイングへ
（対話篇1：触覚と自己観（with 向井知子）／対話篇2：触覚で感じるコミュニケーション（with クワクボリョウタ））
情報を理解する感覚のリテラシー  ―あとがきにかえて
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ご担当［　　　　　　　　　］様

TEL  075-352-3373   FAX  0120-313-246   E-MAIL  eigyou@kagakudojin.co.jp   URL  https://www.kagakudojin.co.jp
化学同人営業部  担当 ／ 山田貴史・坂本 亮・田中克尚

近刊案内

番線印 部数 化学同人 返品条件付注文

メール配信用アドレス（　　　　　　　    　＠　　　　 　　　　　　　　　）　冊以上の注文でPOP進呈します 
※ かめのこニュースはメール配信に切り替わります。 メールアドレスをご記入ください。

希望 ・ 不要

  FAX 0120-313-246  またはメール ei g you@kagakudoj in .co. jp   へお願いいたします。
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